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論文内容の要旨

本論文は、繰返し載荷を受ける中間士のせん断挙動と破壊基準に及ぼす土質特性の影響を明らかにすることを目的

として行った研究をまとめたものであり、全 9 章から構成されている。各章を要約すると以下のようである。

第 1 章では、本研究の背景として、最近の地震における中間土の液状化による被害例を示すとともに、本論文の目

的、内容および構成について述べた。

第 2 章では、既存のデータに基づいて、細粒分を含む中間土の液状化挙動の現状を要約し、評価した。その結果、

細粒分を含む砂の液状化特性に及ぼす士質特性の影響に関する定量的な結論は得られていないことを指摘した。

第 3 章では、本研究におけるアプローチ手法を示すとともに、中間土の試料を人工的に作成する方法の基本として、

締固めエネルギ一法と相対密度法を示した。さらに、本研究で実施した 3 シリーズの繰返し試験に用いる試料として、

それぞれの組成を適当に選択することによって所要の物性が得られることを明らかにした。

第 4 章では、本研究で実施した繰返し試験の試験手法および載荷条件の基本について検討した。その結果、選定し

た繰返し載荷条件により適正に繰返し載荷が実施できることを確認した。

第 5 章では、繰返し中空円筒ねじりせん断試験機を開発するとともに、その繰返し載荷機能が十分な精度をもつこ

とを確認した。

第 6 章では、高密度の締固め中間土を対象として、 3 軸試験機を用いて静的および繰返しせん断試験を行い、それ

らの挙動を比較検討した。その結果、高密度の締固め中間土は正のダイレイタンシーを示し、破壊モードはサイクリ

ックモピリティであり、細粒分のみによる評価基準では、中間土の繰返しせん断挙動がうまく表現できないことを指

摘するとともに、粘土分、粘土の種類あるいはシルト分と粘土分の比が中間士のせん断挙動を支配する有力なパラメ

ータであり、また、静的せん断挙動に及ぼす土質特性の影響については、繰返しせん断挙動にも当てはまることを明

らかにした。

第 7 章では、非塑性細粒分と塑性粘土分をもっ中間土を対象として、繰返し中空円筒ねじりせん断試験を用いて繰

返しせん断試験を行い、それらの挙動および破壊モードを検討した。その結果、低密度の中間土に村しては、細粒分
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における塑性粘土分およびシルト分と粘土分の比が液状化挙動を支配する最も重要なノfラメータであることを明ら

かにした。

第 8 章では、種々の密度をもっ中間土の繰返し破壊モードと繰返しせん断挙動に及ぼす土質特性の影響について、

本研究で得られたデータに基づいて、総合的に考察し、中間土の繰返し破壊基準を提案した。

第 9 章では、本研究の内容を総括し、各章で得られた主な結果を取まとめた。

論文審査の結果の要旨

1995 年に発生した兵庫県南部地震をはじめ、その後の鳥取県西部地震においても、これまで液状化が生じないと

されてきた中間土に対して、液状化現象が生じたことが指摘されている。中間土の繰返しせん断挙動は、細粒分を含

んでいるためにそれらの物性に強く依存している。これまでにも、中間土の繰返しせん断挙動と破壊基準を明らかに

する研究はかなり行われてきたけれども、砂質土の液状化現象や粘性士の繰返しせん断破壊現象との関連も含めて、

その全体像が明らかにされているとは言し嘆釦、状況にある。

本論文は、繰返しせん断挙動に及ぼす細粒分の影響が明らかになるように中間土の粒度組成を系統的に変化させた

中間土試料、すなわち高密度の締固め中間土および非塑性細粒分あるいは塑性粘土分をもっ低密度の中間土を対象と

して、繰返し 3 軸試験および繰返し中空円筒ねじりせん断試験を実施し、それらの結果に基づいて、中間土の繰返し

せん断挙動および破壊基準について検討・考察するとともに、得られた知見を総合して中間土の簡易な繰返し破壊基

準を提案している。以上の結果を具体的に要約すると、次のとおりである。

(1) 高密度の締固め中間土の繰返しせん断挙動を精度よく評価するためには、細粒分のみによる評価基準では不十分

であり、粘土分含有量、粘土の種類、粘土分とシルト分の含有比が有効な指標になることを明らかにしている。

(2) 非塑性細粒分あるいは塑性粘土分をもっ低密度の中間土に対しては、細粒分における塑性粘土分およびシルト分

と粘土分の含有比が液状化挙動を支配する最重要ノ号ラメータであることを明らかにしている。

(3) 種々の密度をもっ中間土の繰返し破壊モードと繰返しせん断挙動に及ぼす土質特性の影響を総合的に考察し、簡

易な繰返し破壊基準を提案している。

以上のように、本論文は、種々の密度をもっ中間土の繰返しせん断特性を明らかにするとともに、その繰返し破壊

基準を提案したものであり、地盤工学および土木工学の進歩に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文と

して価値あるものと認める。
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